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《人口と世帯》（平成28年12月31日現在）
　住民基本台帳人口合計：130,108人
　　 （男：62,046人、女：68,062人）

　世帯数：48,615世帯
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鶴岡の風物や人々の暮らしについて、昔の写真と今の姿を比較しながら、その歴史をひもときます。

つるおかの写真で見る
隔月連載 今 昔

第７回 列車に藤島地域の歴史を乗せて 藤島駅

　

昨
年
十
月
に
新
駅
舎
が
完
成
し
た
藤

島
駅
。
産
声
を
上
げ
た
の
は
、
大
正
七

年
九
月
二
十
一
日
の
こ
と
で
し
た
。
陸

羽
西
線
余
目
～
鶴
岡
間
の
開
通
に
伴
っ

て
誕
生
し
、
十
三
年
に
所
属
線
区
が
変

更
さ
れ
羽
越
線
の
駅
と
な
り
ま
し
た
。

国
鉄
は
当
初
、
藤
島
駅
を
陸
羽
西
線
と

羽
越
線
を
結
ぶ
交
差
駅
と
し
て
計
画
し

て
い
た
そ
う
で
す
が
、
耕
作
地
減
少
を

理
由
に
農
民
が
強
く
反
対
し
た
こ
と
か

ら
、
余
目
駅
に
変
更
し
た
と
い
い
ま
す
。

　

開
業
後
、
駅
前
に
は
巨
大
な
米
倉
庫

が
数
年
で
十
四
棟
も
建
ち
、
集
ま
っ
た

米
が
列
車
で
運
ば
れ
て
い
き
ま
し
た
。

ま
た
、
商
店
等
も
軒
を
連
ね
、
地
域
の

流
通
の
場
と
し
て
脚
光
を
浴
び
ま
す
。

開
業
五
十
周
年
を
迎
え
た
昭
和
四
十
三

年
に
は
、
一
日
に
百
二
本
の
列
車
が
運

行
。
平
均
二
千
三
百
人
の
乗
降
客
が
利

用
し
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
頃
か
ら
、
自
動
車
の

普
及
な
ど
と
と
も
に
、
人
や
貨
物
の
輸

送
も
車
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
六
十
年
に
は
旅
客
の
み

の
営
業
と
な
り
、
現
在
は
、
通
学
の
高

校
生
な
ど
、
日
に
約
三
百
人
が
利
用
す

る
駅
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

汽
笛
を
響
か
せ
て
、
最
初
の
列
車
が

入
っ
た
そ
の
日
か
ら
、
藤
島
の
人
々
や

交
易
の
歴
史
を
見
守
り
、
今
も
な
お
、

地
域
の
交
通
を
支
え
て
い
る
藤
島
駅
は
、

来
年
、
開
業
百
周
年
を
迎
え
ま
す
。
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▲昭和47年 ▲現在

▲ “ 楽しい旅は国鉄で ”
　昭和47年の駅看板 ▲平成３年から昨年５月まで ▲入線する列車


